
 

    静間小だより 
 ～気づき 考え みんなで創り出す～ 令和７年 １月号 

「気づき 考え みんなで創り出す」⑨ 
保護者の皆様，地域の皆様，関係機関の皆様，明けましておめ

でとうございます。本年も，静間小学校教育へのご支援・ご理解・

ご協力を賜りますようよろしくお願い申しあげます。 

２学期の終業式では，『気づき 考え みんなで創り出す』子ど

もたちの取組を振り返りました。また，「よりよく辰年を締めくく

り，巳年を迎えましょう。」と話しました。 

この２０２４年，苦しいことやつらいことがあっても，みんな

笑顔で，前向きにがんばってきました。みんなで支え合って，一

つ一つを創り上げてきました。これからもみんなでつながり合っ

て学びを，そしてくらしを創り出してほしいと願っています。そ

んな子どもたちへの思いやメッセージを，下のような自作の詩に

込めて，２学期の終業式で紹介しました。昨年の干支『た・つ・

ど・し』を行の頭文字にして作っています。欠席をしていた子ど

もたちも多くいましたので，改めて紹介します。 



さて，新年を迎え，心新たに３学期のスタートをしました。始業式では，この３学

期，「本気の学びを一つ，くらしを一つ，みんなで創っていこう。」という

話をしました。３学期はまとめの学期です。子どもたちには，「やりきった感」と「達

成感」を実感して次年度を迎えてほしいと願っています。 

始業式では，今年の干支「巳」にかかわる話もしました。 

干支である「み」，漢字で「み」を書くと「巳」と

なります。今日は「巳（蛇）」についてお話をしま

す。 

「巳（蛇）」には危険で怖い生き物というイメージ

があります。しかし，「巳（蛇）」はとても臆病な

生き物です。巳（蛇）は，人に出会ったら，身を守

るためにその場から逃げるか，丸まる，または威嚇

行動をします。こっちが刺激をしなければ，咬まれ

ることはめったにありません。「威嚇してもダメ

だ。」と判断したときには，最終手段として咬みついてきます。 

蛇のすごさを２つ紹介します。１つ目は「気づき」の力です。目や耳はあまり強く

ないと言われています。ただし，皮膚で生き物の動きを感じることができ，あの長い

舌で匂いや味を鋭く感じることもできます。そして，ピット器官は数１０ｃｍ先の温

度を感じることができます。このような「気づき」の力を使って，食を得たり，危険

を感じたりして，自然の中でくらしを創っています。 

２つ目は「脱皮」です。蛇は脱皮と成長を繰り返しています。だから，蛇は「成長

の象徴」とも言われています。干支には，人の願いが込められています。今年の「巳

（蛇）年」には，「この１年，蛇のように脱皮を繰り返して，成長していきましょ

う。」という願いが込められていると思います。 

静間小学校で積みたい「成長」は，やっぱり「気づき 考え みんなで創り

出す」経験の積み上げの上にあります。一人一人が、巳（蛇）のように「気づ

き」を大事にして，考え みんなで創り出す経験を蓄え，脱皮を繰り返して，成長し

ていく１年になることを願っています。そんなみんなの姿を楽しみにしています。 

子どもたちは真剣に話を聞いてくれました。 

 

 ３学期の静間小教育へのご理解とご協力を 

どうぞよろしくお願いします。 


